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鯰吻舅ノスタルジア・駅弁掛け紙コレクション

～描かれた名所 0名物・名産展～
当館では多数の大正から昭和時代の駅弁掛け紙 (レ ッテ

ル ラベル)を所蔵しています。本企画展は、これらの掛
け紙に描かれた駅弁の品名や、全国各地のさまざまな名

所、名物、名産などを展観し、描かれた文化表象について

説明を施しつつ、近代の鉄道文化の一端を担つた駅弁の多

彩な魅力を展示するものです。

また鉄道の発達と食の楽しみをより多面的にお示しする

ため、明治時代に倉」業した老舗駅弁関連企業や個人コレク

<関連事業>
企画展ミュージアム・ トーク

日時 :4月 10日 (日 )

午後 1時30分～2時30分

会場 :当館特別展示室 ホワイエ 講堂
講師 :石倉孝祐 (当館学芸員)

定員 :各30名 (当日先着順)

申込 :不要 (特別展示室入口にお集まりくださしヽ。)

※午後 ]時より整理券を配布します。

<問い合わせ>
〒114-0002東 京都北区王子 1‐卜3北区飛鳥山博物館
TEL 03‐39]6‐ 1133 FAX03-3916-5900
月曜体館

URL i httpノ/www ctytOkyo,p/miSC/histoⅣ /museum/index htm

ターこ所蔵の貴重な資料を交えて、総点数500点近しヽ資料

を通じて駅弁の生産と消費をとりまく近代の鉄道文化史を

分かりやすくこ紹介します。

さらにホワイエではまちおこしの一環として開催された

TOKYO北区8ヽるさと駅弁コンテス トについてもパネル展
示しヽたします。春の飛鳥山散策がてら、ぜひお立ち寄りく

ださい。

荻原通弘氏所蔵
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博物館の収蔵品としヽえば、みなさんは何を思い浮かべま

すか?多くの方は土器や古文書などを挙げるでしょうが、

当館の場合、収蔵庫の大半を占めているのは生活用具など

の民俗資料です。地域にとつては貴重な資料なのですが、

その数に比して地味な存在であることは否めません。

しかし近年、民俗資料の新たな活用法が注目されていま

す。それは高齢者ケアの現場で広まつている「回想法」に

おしヽてです。1963年に米国の精神科医が提唱した回想法

は、回想が高齢者の認知症予防やQOL〈クオリティ オ
ブ ライフ)向上に有効であるとするもので、回想を引き
出す際の素材として古い生活用具などの実物資料が大きな

力を発揮します。すでに、愛知県北名古屋市ではいち早く

回想法を推進し、大きな成果をあげています。

そして、当館でも3年前から回想法を意識した出張プロ

グラムを実施するようになりました。少集団で継続して行

う一般的な回想法に比べ、当館の場合は単発で時間も 1時

間程度のこく短いブログラムですが、懐かしい道具を前に

した参加者は、生き生きとした表情で次々と思い出を語り

始めます。ここでの資料 ま思い出を引き出すツールに過ぎ

ないのですが、回数を重ねることに、回想法は人とともに

時FB5を重ねてきたモノにとつて最高の活かされ方ではない

かと感じるようになりました。今後も福祉現場の意見を伺

いながら、長い目で取り組んでいくべき活動と考えていま

す。 (久保埜)

区内デイホームにおけるプログラム実施の様子

『 澪
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大it・ 水・ヘ

西ヶ原の一里塚に想う
山口 隆太郎 (当館学芸員)

人も街も時と共にめまぐるしく移り変わってい   一里塚に限らず、今も区内には、私たちに音の

く。当たり前といえば当たり前の話であるが、と  様子を偲ばせる文化財があちこちに残っている。

もすれば、失われた風景は私たちの記憶の中から  それらは、道端にある古い道標や庚申塔であった
も風化し、初めから存在し得なかったかのような  り、街並みの中の古い建物や戦前に造られた鉄道
錯覚に陥ることもある。 の跨線橋かもしれない。これらから、私たちは、

西ケ原の滝野りll警察前の道路に江戸時代の「
二  往時の人々の生活や信仰を知る。時として、それ

里塚」が残っている。一里塚とは、江戸日本橋か  は、漠然としたノスタルジアの感覚だけかもしれ
らの1里程 (距離)を示すマイルスト■ンの役割を  ないが、それでも、私たちは確実に歴史に触れて

するものであぅな国の史跡|して指定を受けてい  いるのでぁる。この感覚は、音の記録映像などを
る:こ の=里塚には、大正6年 (1916)に建立さ―  見てヽ間接的に感じとるノスタルジアとはまた異

域住民の努力や藻茨菜二■|

の尽力の結果、路面電車

の延長にともなう道路拡

幅事業は、一里塚が残さ

れる形で実施された。現

在の塚をまたぐような線

形の道路は当時の人々の

強い願いの結実であり、

21世紀を迎えた私たちに

江戸時代から続く一里塚

の姿を残してくれること

となった。
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東海道としヽうと、お江戸日本橋から京の三条大橋に向かう江戸時代の街道としヽうのが一般的に知ら

れているところですが、実はそれよりも900年も音の古代において、すでに東海道が存在していたと
いうことを知る人は少ないと思しヽます。しか■l、北区に古代東海道が通つていたとなると、驚きの一言

ではなしヽでしょうか。このような北区の地にまつわる知らllざる歴史を知つてもらいたく、平成 13年

(2001)に野外講座
・
あるけおろじ―

・
はスタートしました。しかも、同じく古代東海道の通つていたと

推定される葛飾区にある、葛飾区郷土と天文の博物館との合同企画で行うことになつたのです。あれ

から10年、10回を数えるこの講座の歩みを振り返つてみたしヽと思しヽます。

匿塁聾聯「古代の道をたどる…武蔵の国から下総の回ヘー」平成13年 10月 27日 (土 )・ 12月 1日 (土 )・ 15日 CIL)

豊島郡衛(北区)～北千住(墨田区)～お花茶屋(葛飾区)～柴又(葛飾区)～国府台公園(lJ I市 )

豊島都衡から下総
「
l府をめざしたルート。江戸川を渡るため、矢切の渡しに乗る.

置睡奉聯「古代の道をたどる2-もう―つの古東海道―」 平成γ暉5月 11日 (土 )・6月 8日 CIL)・ 7月 13日 (土)

豊島郡衛(北区)～素議雄神社(荒川区)～立石様(葛飾区)～江戸川河川敷(江戸川区)

豊島郡衛から下総国府をめざすもう一つのルートを検証.占代の道標と思われる立石様を見学。

麗護薩聯「古代の道をたこる3-古東海道を南へ…」 平成15年6月7日 (土 )・21日 (土 )
橋場不動尊(荒川区)～銀杏岡八幡神社(台東区)品川(品川区)～鹿島神社(品川区)～大森(大田区)

延喜式にみられるルートを南へ行く。途嗜、ルートがたどれない箇所は電車移動。鹿島神社付近は大井駅家の候補地。

麗箋筵D「古代の道をたどる4」 平成16年9月 23日 (祝 )・25日 (土)
大森(大田区)～洗足池(大田区)～沼部 (大田区)～武蔵中原01崎市)

小高駅家の推定地である武蔵中原付近までをたどるルートを検証。

椰

歩く歩く街中を歩く(第 2回 )

[ЪttF絣
ちて
]襲纂」
「
難書習操:i軸誓

順纂薩D「古代の道をたどる5」 平成17年 11月 20日 (日 )・23日 (祝)
大森(大田区)～池上本門寺(大田区)～光明寺(大田区)～新田神社(大田D

大井駅家から南へ向かうもう一つのルートの検証。

「武蔵国府周辺の道」平成18年 12月 16日 (土 )・23日 (祝)

東山道武蔵路 中世鎌倉街道 国分寺尼寺参道跡武蔵国分寺 武蔵国分尼竜

武蔵国府周辺で見つかった道をたずねた。

「あそこが下総国府ですJ(第 1回 )

「ポイントはここです」(第 5回 )

く
｀
お
平ヽ均

 ́         ノ
図轡 1嗜泰署
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1 国立印刷局
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人の場所から東をみる
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●古代東海道とは

律令社会におしヽては、中央からの命令を地方に、地

方の状況を中央にいち早く伝達することが必要とな

ります。そこで、地方の各国をそれぞれ七つの
・
道
・
と

いうブロックにくくり、各国府を中継するように道路網

を整備しました。道路は直線に造られ、三十里 (約 16

km)l~と に中継地点として
'駅
家
'を
設けました。ここ

を馬に乗つた駅使 (=情報伝達の任にあたる人)が駆

け抜けていつたのです。東海道は伊賀国に始まり、常

陸国に至りますが、武蔵国は当初、東海道に属してお

らず、東山道に属していました。

8世紀末の東海道のルート
豊島駅は豊島郡街に併設されていました。

(乗消はアマヌマと読みます)

9世紀～10世紀の東海道のルート
大きくルートが変更されました。

，・
〓
．
一̈
一一一一

ちょっと疲れました(第 5回 )

)～平間0‖崎市)

ml「 古代の道をたどる―武蔵国から下総国ヘー」 平成20年2月 9日 (土 )・ 16日 (土)
豊島都衛 (北区)～素蓋雄神社 (荒川区)～立石様(葛飾区)～上小岩遺跡(江戸川区)

原点に返り、北区と葛飾区を通るルートをたどる。

饉顕璽卜「古代の道をたどる…豊島椰簡からアマヌマ駅家へ…」 平成21年2月 7日 (土 )・ 14日 (土 )

豊島郡衛(北区)～千川(豊島区)～新丼薬師(中野区)～天沼熊野神社(杉並区)

豊島lll・衛から武蔵国府へ向かうルートを検証。杉並区天沼はアマメマ駅家のlr定地.

11■義J「古代東海道を武蔵国府へ」 平成22年2月 6日 (土 )・ 11日 (祝 )・ 13日 (土)
三鷹台(三鷹市)～深大寺 (調布市)～武蔵国府跡 (府中市)

アマヌマ駅家から武蔵国府へ11かうルートを検証。天沼 (杉並区)から三鷹台 (三鷹市)までは全く道を追えないので、

スタートを三鷹台 (三鷹市)とする。

窮ユこ蠣酸「吉代東海道を武蔵国府へ」 平成23年2月 6日 (日 )・ 19日 (土 )

三鷹台(三鷹市)～武蔵野の森/A・園(府中市)～浅間山公園(府中市)～武蔵国府跡(府中市)

アマヌマ駅家から武蔵国府へ向かうもう一つのルートを検証。

大国魂神社(武蔵国府推定地)

|■■711■■I● :■■
「

鎌倉道を前にして話を聴く(第6回 )

あともう一息。多摩川を越える。(第 5回 ) 池上本門寺にて(第 5回 ) まだまだ道は続きます(第 8回 )

葛飾区から江戸川区にかけて残る古代東海道です。約6klnあります。

※各講座で踏査したルートマップは博物館の閲覧コーナーでご覧になれます。

asukavama muscum V'co 26癬



今回は常設展示室の「祈りと願い板碑と熊野」コーナー

にある一番小さな資料に注目してみましょう。福徳二年銘

板碑です。

「板碑Jとは鎌倉時代から戦国時代にかけて造られた石

製の塔婆の一種です。とくに関東地方で多く造られ、東京

都内でも約 1万基の板碑の存在が報告されています。これ

らの盛んな造立の背景には、争しヽが絶えなかつた中世にお

いて、極楽浄土への憧ねが社会に浸透したことなどを挙げ

ることができます。

さて、当館の板碑にぐつと近づしヽてみてくださいね。

そこに刻まれた年号は、「福徳二年」。

福徳 ?そんな年号あつたかな?首をかしげる方もいるの

ではないのでしょうか。それもそのはず、この福徳という

年号は「私年号」の一つなのです。私年号とは、つまり朝

廷の定めた正式な年号ではなく、誰かが勝手に作つてし

まつた年号ということですね。この福徳は中世の関東地方

でかなり広まつていたようです。板碑に亥」謙れた年号に

限つてみると、朝廷が定めた年号 (延徳)よりも、多く使

用された年もあるほど。私年号|まこの他にいくつも存在

し、いずれも大 福 徳などの縁起の良しヽ文字を使用して

「梶原の渡し」最後の渡し守 阿出川平
七さんの勇姿です。タッツケに八ラガケを身につ

け、頭には八ンチング帽といういでたち。何ともきまつて

います。「梶原の渡し」が廃止されたのは昭和36年

(1961)ですので、前年の秋に撮影されたものです。渡

し場は隅田川の北区堀船と足立区宮城とを結ぶもので、北

区では最後の渡し場でした。写真の背後には富城の石鹸工

場の高い煙突が見え、下流から「第八海運丸」と印さねた

運搬船が通過しつつあります。渡し舟が川の中ほどを横切

る一瞬を捉えたものでしょうか。昨年5月 に撮影者こ本人

から寄贈いただいた貴重なヴィンテージプリントです。

渡し場の歴史は比較的新しく、明治42年 (1909)10
月に開設されました。当時この辺りは一面水田でしたが、

栃木県真岡にある下野紡績株式会社が荒川沿いの堀船に王

子支工場を新築しきした。工員を対岸の方から多く採つた

ため、通勤の足として工場のやや上流側、福性寺の裏手に

渡し場が造られたのです。高梨輝憲氏の調査によれば、願

人は堀船の石井惣吉で当初渡し場は株式会社の形態がとら

艦l asukavama museum Vo ce 26

私年号板碑

います。きつと時代が良くなるようにと、祈りを込めたの

でしょうね。暗い世の中を少しでも明るくしたいという想

しヽま、現在と変わらないと思いませんか。

このような私年号が亥Jまれている板碑は「私年号板碑J

と呼ばれ、中世の世情を知る上で重要な資料です。(平澤)

「昭和35年 (1960)10月 2日」

れ阿出川 下川 清水といつた姓の日家8軒が世話掛りを
していました。昭Tl129年 (1954)に会社は解散し、そ
の後平七さんが個人で営業するようになつたのです。

きりつと引き締まつた□元、回イド眼鏡を通して窺える

鋭い眼光の奥には一体何を見据えていたのでしようか。

(中野)

澤田彰良氏撮影



平成21年 (2009)11月 から昨年5月にかけて、東京都埋蔵文化
財センターによつて行われた中里峡上遺跡の発掘調査で、奈良時代の

ガラス小玉鋳型の破片が出土しました。北区では、以前にも豊島馬場

遺跡での出土例 (古墳時代初め)があり、今回の発見は2遺跡目とな

りますが、全国的にみても20遺跡ほどでしか出土例がなく、大変貴

重な発見となりました。

さて、このガラス小玉鋳型とは、ガラス製のビーズを製作するのに

用いられたものです。粘土板にくばめられた多数の型穴のなかにガラ

スの粉を入れ、加熱して溶かし、ビーズを作ります。類似の鋳型が朝

鮮半島でtl出土しており、古墳時代の初め頃に朝鮮半島より伝わり、

奈良時代頃を最後に国内で|よ使用されなくなつたものと思われます。

ところが、これとそつくりな鋳型を使用して、現在も西アフリカで

はビーズを製作していると知り、驚きました。そもそも古代ガラスの

ルーツはメソポタミアにあると考えられ、周辺地域で発達したその技

術はシルクロー ドを伝わり、日本にたどり着いたものとみられます。

日本での鋳型によるビーズ製作は奈良時代で途絶えてしまつたようで

すが、一方で遠く離れた西アフリカでは今もその技術が用いられてしヽ

るのです。

今回出土した鋳型は小さな破片にすぎませんが、過去と現在、そし

て世界を結ぶ、古代のガラス技術を探るきつかけとなりました。(牛山)

(参考文献1日丼,¥輔「謎を秘めたさ代ビーズ再現―ビーズの子しからのそしヽた日本とアフリカJ2007年 吉偏人出版)

写真 :東京都埋蔵文化財センター提供

参考資料 :

豊島馬場遺跡出土

ガラス小玉の鋳型

(復原品)

●おかげさまで来館100万人 !

平成22年 (2010)11月 末、秋期
企画展の会期ももうすぐ終わりを迎え

ようとしヽう頃、当館では平成 10年

(1998)3月 27日 の開館以来、
100万人目のお客様をお迎えしまし

た。こ来館くださいましたみなさま

に、心より御ネし申し上|ブます。

これからも当館では、多彩な博物館

活動を展開していく予定です。今後と

もこ理解 こ支援くださいますよう、
よろしくお願いいたします。

●北区の音を伝えるモノ

資料や写真を探しています !

当館では、地域で使われていた生活

用具や古しヽ写真など、音の暮らしぶり

が分かる資料を探しています。お心当

たりのある方は、ぜひ当館 (電話

03‐ 3916‐ 1133)までこ―報くださ
しヽ。

●今日は何の日?「 1月 26日」

毎年 1月 26日 は「文化財防火
デー」です。この日は、日召和24年
(1949)1月 26日 に、失人により
法隆寺金堂壁画を焼損した事件を契機

として、昭和30年 (1955)に設け
られたものです。

当館でも毎年この日を中心に、王子

消防署のこ指導のもと、消防演習を

行つています。今年は
・
博物館 2階湯

沸し室から出火
'という想定で演習を

開始。職員による来館者の避難誘導

や、文化財搬出の訓練を行うととも

に、消防署員によるタンク車からの建

物へ向けた一斉放水、また消火器操作

∃‖練も併せて行しヽました。

もちろん第一に肝要なのは「火災を

発生させないこと」なのですが、備え

あねば憂いなし。みなさまが安心 安
全に博物館でお過こしいただくため、

また区民共有の財産を焼損から守るた

め、当館ではいざというときの対応

を、常日lllから職員間で共有し合うよ

う、心がけています。

よろしくお願いします |

asukavama muscum Vo ce 26巨 ]



狩
讀
晴
れ
ね
が
ぅ

‥
一ビ

Ｆ
″

一
一
一
一

‘

′

夕芸 買リレーエッセイ・ ■■・

当館の事業のウリのひとつに、野外講座の多さが

挙げられるでしょう。年3～4回、さまざまなジャン

ルで、北区にゆかりのある土地を歩いています。長

いものでは、その歩行総距離は1 0kmに及ぶことも !最近では、私も随分

と健脚になってきたような気がします。

実は当日を迎えるまでにも、その準備にはなが～い道程があります。

まずは地図上で仮コースを設定。その後、実地踏査を行ないます。安全

なコTスであるか、予定の時間内に歩くことができるか、はたまた適当

な体憩場所やトイレはあるか…など。時計と地図を片手に、辺りをうろ

うろ、きょろきょろ…踏査中の私たちはまさに不審者そのもの?!

このようにして冷汗をかきかき、コースが決定できたら、最後に配布資

料を作成し、当日を迎えることとなりますが、どんなに下準備をしてもど

うにもならないことがひとつだけあります。それは当日のお天気です。

外歩きの大敵は「風」と「雨」。強風や雨には一気に体温を奪われ、

また歩く気力も萎えるというもの。野外講座前夜、我が家の窓際には

ずら～つとてるてる坊主が並びます。まるで小学校の遠足の前のようだ

なと思いつつ…やはり最後はついつい頼つてしまうものです。にるて

るぼうす～、てるぼうず～、あ～した天気にしておくれ―」 (安武)

昨夏の記録的な猛暑により、今春の花粉飛散量は昨年の10倍 とも言われてお

ります。桜の名所 飛鳥山でも今年はマスク姿の人が急増しそうな予感…。
昨年末、おかげさまで来館者数100万人を突破した当館では、これからもアメ

ニモマケズ カゼニモマケズ カフンニモマケズ !?愛 される博物館作りに奮闘
します。みなさまのご来館をお待ちしています。 (安武)

●春期企画展「/スタルジア・駅弁掛け紙コレクショ

ン 描かれた名所・名物・名産展」(3/19～ 5ノ8)
・ギャラリー・トーク「駅弁掛け紙に描かれた名

所・名産」(3/19、 4/10)

・企画展講演会 (3/26)

●野外講座「新緑の日光御成道をたどり歴史を訪

ねる」(4/23)

●講座「錦絵ギャラリー・レクチャー」(4724、 6/12)

●野外講座「探訪!江戸名所図会の世界を歩く」

(5/14・ 5/15)

●スポツト展示「ASUKAYAMAセ レクション5☆
2011☆」(5/21-6/19)

●野外講座「王子発 !江戸のお稲荷さんを巡る」

(5/21・ 5/22)

●講座「快読 !『吾妻蜘 の世界」(5/28)

●2011年映像企画「都電の言己録」(6/5)

●講座「快読 !『江戸名所言画の世界」(6/11)

●イベント「まちかどコンサート」(6/19)

●上級考古学講座「古代人の造墓理念」(7/3)

●講座「快読 !『江戸名所花暦』を愉しむ」(7/10)

●イベント「夏休みわくわくミュージアム☆2011」

(7/16-8/31)

・都電/地下鉄車庫見学会
・夏休み☆博物館探検ツアー

・王子の狐シリーズ:きつねのお面を作つてみよう

・牛乳パックで行燈をつくろう
。江戸の3Dおもちゃ絵「たてばんこ」を作ろう
・昔ながらの和綴じでノートを作ろう

・夏休み土器/勾玉/布づくり教室
・晴 3回 3館まとめてクイズラリー

～めざせ !あすか山クイズ王」 など
●講座「錦絵ギャラリー・レクチャーJ(3/28)

●野外講座「建造物でたどる北区J(9/4)

●講座「快読 1中世熊野参詣記録を読むJ(9/18)

●特別展覧会「第10回人間国宝奥山峰石と北区の

工芸作家展」(未定)

※催し物名は仮称、( )内の実施日は予定で魂詳細は当館発

行の「催し物案内」、1し区ニユース、Jヒ区HPをご覧ください。

■資料消毒にともなう臨時休館

収蔵資料を害虫やカビから守る殺虫 殺菌
処理にともない、6月 下旬から7月 上旬の約5

日間を臨時休館日とさせていただく予定で

す。詳細な日程は、Jヒ区ニュース、北区公

式HP等でお知らせいたします。何とぞご理

解のほど、よろしくお願いいたします。

【開館時FB5】

午前10時から午後5時

※観覧券の発行は午後4時30分まで
【体館日】
毎週月曜日

(月曜日が国民の祝日休日にあたる場

合は開館し、直後の平日に振替体館)

年末年始 (12月 28日～ 1月 4日 )
このほ力ヽ こ臨時体館日があります。

【常設展観覧料】

個 人 団 体 =龍=摘
当

一 般 300円 240円 720円

小 中高 100円 80円 240円

小学生未満は無料

団体扱しヽま20名以上
三館共通券は当館のほか、渋沢史料館、

紙の博物館をこ覧になrtます。

慈̈
|ヒ区飛層山博物館

」R京浜東北線 王子駅南口より徒歩5分
地下鉄南北線 西ヶ原駅より徒歩フ分
都電荒,緑 飛鳥山停留場より従歩4分
椰バス 草64 王40系統 飛鳥山停留所より徒歩5分
北区コミュニテイバス 飛鳥山停留所より徒歩3分

北区飛鳥山博物館だより
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